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本性からして限定的で主権的なものと想像される(an imagined political community―














の身体』(The King’s Two Bodies)における王権分析に基づいている。『王の二つの身体』








 『ヘンリー5 世』（Henry Ⅴ）３幕２場において、英国軍の中で、ガワー（イングラン
ド人）がいる場所で、ジェーミ （ースコットランド人）、マックモリシュ（アイルランド人）、
フル―エリン（ウェールズ人）が戦術を巡って口論する場面がある。激しい対立は相手を




「我々は少数で、幸せな少数で、兄弟の集団(We few, we happy few, we band of brother)」
と呼びかける。さらに、「わたしとともに今日血を流す者たちは、わたしの友となるであろ
う(he today that sheds his blood with me / Shall be my brother)」と呼びかけることで、
同じ軍に所属する者としての同志的紐帯に言及し、先駆的ナショナリズムの表現となって
いる。さらに、この台詞の少し前には、「ともに死ぬことを恐れる者たちとは、ともに死に
たくはあるまい」(We would not die in that man’s company / That fears his fellowship to 


















































この Chorus は小説のような超越的視点を導入している。 





(William the Conqueror)」(201)と教えられているが、William は英語を話さなかったし、































そしていまだわたしを支えてくれる乳母よ(My mother and nurse that bears me yet!)」と








 『ヘンリー5 世』にみられる英語への愛着は、ヘンリー5 世がフランス王シャルル 6 世
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の娘キャサリンへ求婚するさいに表出する。キャサリンは英語が苦手で間違いのある英語
を発話し、ヘンリー5 世は間違ったフランス語を発話し、混乱が生じる。最終的にはヘン
リー5 世は「にせのフランス語(my false French)」を捨てて「本物の英語（true English)」
を語りかけると宣言する。フランスのバーガンディ公が間違った英語を発話すると、ヘン
リー5 世は「わたしの言葉は粗野で、わたしの性質は人当たりがよくない（Our tongue is 


























ランドは「恥に、インクの汚れと腐った羊皮紙に,縛られている（ is bound with shame, / 
With inky blots and rotten parchment bonds)」と語る。1 幕 4 場でリチャード２世が、




征服をなしてしまった (England that was wont to conquer others / Hath made a 





けて、ゴーントは「イングランドの地主なのだあなたは、王ではない（Landlord of England 
art thou now, not king)」と皮肉を言う。王の叔父という特別な社会的地位にいるからだ
けでなく、自身の死が近づいていると感じているからこそ、ゴーントは王に向けて諫言で
きた。 










チャード２世を迎えたかを、5 幕 2 場でヨーク公が夫人に向けて語っている。ロンドンの
人々は、歓声をあげて窓から,これから王になろうとする「ボリングブルックの姿にむさぼ
るような視線を投げた（darted their desiring eyes / Upon his visage)」と、語る。それに
対して、リチャード２世の頭上にはごみを投げ、「人々の目はやさしいリチャードをにらみ
つけた（men's eyes / Did scowl on gentle Richard)」のだった。 
































我々の世俗的時間が投げ捨ててきたものだ（Our holy lives must win a new world's crown, 





出す。行先が変更してポンフレット城に監禁されたリチャードは、5 幕 5 場で、エクスト
ンに向けて、自分を突き刺したエクストンの手は「静まることのない火の中で燃え続ける
であろう（shall burn in never-quenching fire)」、「王自身の国土を王の血で汚した（with 
the King’s blood stained the King’s own land)」と呪った。自己言及的表現によって、耐
え難い矛盾の苦しみが表出される。 



























 ジョン王を裏切りフランス側についた英国貴族のソールズベリーは、5 幕 2 場で、フラ
ンス皇太子の前でイングランドへの愛情を吐露する。自分たちを、「この島の息子たち、子
どもたち（the sons and children of this isle)」と呼び、フランス皇太子に従って「この島




 この劇の始めに、この世を動かすものが利得だと主張した私生児もまた、5 幕 7 場の台





England to itself do rest but true!)」。この表現は、再帰代名詞 itself による自己言及的自
己分裂的表現であり、イングランドが不可分の統一体であるという含意がある。 
 これに対して『ヘンリー6 世』第 1 部において、トールボットとその息子ジョンが勇敢
な兵士として王への忠誠心を示しているが、これはナショナリズムというよりも、封建的












like a Frenchman: turn and turn again)」と皮肉をこっそり言う。口先だけのナショナリ
ズム的言説が戦略的に利用されるようすを提示している。 
 ナショナリズムは、ヘンリー6 世の中にその萌芽を見ることができる。第 3 部 2 幕 5 場
で、故ヨーク公の息子たちとの戦争の中、王は味方からも邪険にされ居場所がなくなり、
ひとりで戦場を眺めているとき、「神がお望みになる側に勝利がありますように(To whom 











































き人（Diana's foresters)」、「闇の紳士（gentlemen of the shade)」、などと称し、王子が
















者も名誉をもてない、「名誉とは葬式に使われる紋章付きのパネルに過ぎない(Honour is a 
mere / scutcheon)」とフォールスタッフは言い切る。 











まがいものになることではない、「生命の真実の完璧な姿(the true and perfect image of 
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 『ヘンリー4 世』第２部では、国王ヘンリー４世が死に王子ヘンリーが王になるという



















こうした事態を「多くの富と平安から生じる腫瘍(th’imposthume of much wealth and 
peace)」と呼んで軽蔑する。だが、父王が殺害されたのにクローディアスにいまだ復讐で
きない自分自身について考えているうちに、本当に偉大であるとは「名誉がかかっている
ときには、わら一本にも戦う理由を見出すことだ(to find quarrel in a straw / When 


























は臆病者が使う言葉で、まずは強者を恐れさせるために作られた(Conscience is but a 







スコットランド王ダンカンを自らが殺害したマクベスは、『マクベス』5 幕 5 場でマクベス
夫人の死を知ると、人生は「愚か者が語る物語で、音と怒りでいっぱいで、何も意味がな
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